
 

子どもの学びの「熱」 
                          校長  藤本 光子 

 

今年の夏は、日本各地で地震や豪雨などによる自然災害が相次ぎ、不安な日々を過ごす時間が多

くありました。被災された皆様に心よりお見舞い申し上げます。 

 

さて、夏休み前のことですが、非常に興味深い光景を目にしたので紹介したいと思います。 

本校の６年では、社会科の学習の一環として青葉区役所と連携し、選挙についての理解を深めるため

の授業「選挙フォーラム」を実施しています。そこでは模擬選挙を行い、実際と同じように投票を体験し

ます。選挙用機材なども本物を使用しており、本格的です。各クラスから１名ずつ、つまり３名の立候補

者が給食のメニューを立案し、演説を行いました。当選すると、給食メニューとして採用されます。 

 

 

 

 

選挙公報を見ただけでも笑顔になるのですが、目を見張ったのは、その候補者たちの演説です。 

「私が皆さんに伝えたいのは～～～」「～～～おいしいこと間違いなしです！」「どうか一票を！」 

など、大人の候補者顔負けの力説で、聞いている私も興奮して鳥肌が立つほどでした。また、それに対

し聴衆である子どもたちが「お～～～！」と大きくも温かい合いの手を入れ、それがさらに演説を盛り上

げ、白熱した選挙となりました。 

 

 そんな中、その候補者の背景に準備されたスクリーンを見て、ふと思ったことがあります。そこには

iPad を使って、演説の内容に合わせて食品の写真が次々と映し出されていました。演説内容をより伝

わりやすくするために、効果的に使用されていたことは間違いありません。しかし、あくまで脇役でした。

演説中、その写真に時々は目をやりましたが、「熱」のこもった演説に引き込まれ、子どもの表現力に心

奪われていました。今でも、私の記憶に鮮明に蘇るのは、子どもの姿です。この体験から、ICT はあくま

で道具であり、子どもの「伝えたい」「表現したい」という思いのもとでこそ役立つものだと改めて感じ

ました。ICT を有効に、適切に活用して、子どもの思考する力、表現する力を高めることが大切であり、

iPadを使うこと自体が目的ではありません。あの演説の「熱」に触れたら、きっと誰もがそう確信すると

思います。 

  

夏休み明けより、教育 DX の推進として、様々な取組が始まります。横浜市の導入システム「横浜 st

☆dy Navi(スタディナビ)」での自己健康観察、家庭への端末持ち帰り等、学年に応じてではあります

が徐々に進めていきます。学習にも進んで取り入れ、ICT 機器を文房具の一つとして身近なものとし、

活用することを通して、主役である子どもを育てることにますます力を入れていきたいと思います。 
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給食民主党 より 「揚げキョーザ」 ～ 神奈川ブランドの やまゆりポーク使用～ 

からあげうまし党 より 「てりやきからあげ」 ～甘辛が舌に幸せをはこぶ～ 

ドリア党 より 「ベジビーンズドリア」 ～お豆とコーンが入って 栄養満点～ 


